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統合の概要
このセクションでは、IM and Presenceサービスの設定を完了するために、Cisco Unified
Communications Managerで完了すべきタスクを詳細に説明します。

Cisco Unified Communications Manager統合の前提条件
IM and Presence Serviceを設定して Cisco Unified Communications Managerに統合する前に、以下
の一般的な設定タスクをCiscoUnifiedCommunicationsManagerで完了するようにしてください。
Cisco Unified Communications Managerの設定手順の詳細については、http://www.cisco.com/c/en/
us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-and-configuration-guides-list.htmlのSystem Configuration Guide for Cisco Unified
Communications Managerを参照してください。

次の表に、IMandPresenceServiceの統合に不可欠な設定作業を示します。フィールドおよびそ
のオプションの説明については、オンラインヘルプを参照してください。
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表 1 : Cisco Unified Communications Managerで必要な設定

説明タスク

ユーザのクレデンシャルポリシーの有効期限を設定すること

を推奨します。クレデンシャルポリシーの有効期限を必要と

しない唯一のユーザタイプは、アプリケーションユーザで

す。

Cisco Unified Communications Managerは、Cisco Unified
CommunicationsManagerのユーザを認証するためにLDAPサー
バを使用している場合はクレデンシャルポリシーを使用しま

せん。

Cisco Unified CM Administration >の [ユーザ管理] > [ユーザ
設定] > [クレデンシャルポリシーのデフォルト]

ユーザクレデンシャルポリ

シーを修正する

[CTIからデバイスを制御可能（Allow Control of Device from
CTI）]を有効にして、電話がクライアントと相互運用できる
ようにします。

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM
Administration）] > [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]

電話機を設定し、各電話機に

ディレクトリ番号（DN）を関
連付ける

ユーザー ID値が各ユーザで一意になっていることを確認しま
す。

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]
> [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End
User）]

ユーザを設定し、各ユーザに

デバイスを関連付ける

詳細については、次の項を参照してください。

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM
Administration）] > [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]

ユーザをラインアピアランス

に関連付ける

デスクフォン制御を有効にするには、CTI対応ユーザグルー
プにユーザを追加する必要があります。

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM
Administration）]> [ユーザ管理（User Management）]> [ユー
ザグループ（User Group）]

CTI対応ユーザグループに
ユーザを追加する

Cisco Unified Communications Managerと IM and Presenceサー
ビスの間の証明書交換は、インストールプロセス中に自動的

に処理されます。ただし、問題があり、証明書交換を手動で

完了する必要がある場合は、Cisco Unified Communications
Managerとの証明書の交換を参照してください。

証明書交換
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IM and Presenceサービスにアップロードする Cisco Unified Communications Manager Tomcat証明
書の SANフィールドにホスト名が含まれている場合、それらのすべてが IM and Presenceサー
ビスから解決可能である必要があります。IMandPresenceサービスは、DNS経由でホスト名を
解決できる必要があります。そうでないと、Cisco Sync Agentサービスが開始されません。こ
れは、Cisco Unified Communications Managerサーバのノード名にホスト名、IPアドレス、また
は FQDNを使用するかどうかにかかわらず当てはまります。

（注）

Cisco Unified Communications ManagerのSIPトランク設定
Cisco Unified Communications Managerへの SIPトランク接続を設定するには、これらのタスク
を完了します。

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Communications Managerと
IMandPresenceサービスの間のトランク

SIPトランクセキュリティプロファイ
ルの設定（4ページ）

ステップ 1

接続用のSIPトランクセキュリティプロ
ファイルを設定します。

SIPトランクセキュリティプロファイル
を SIPトランクに割り当て、Cisco

IM and Presenceサービスの SIPトランク
の設定（5ページ）

ステップ 2

Unified Communications Managerと IM
and Presenceサービスの間のトランク接
続を設定します。

これはオプションです。この手順は、

Cisco Unified Communications Managerと
SRVクラスタ名の設定（6ページ）ステップ 3

IM and Presenceサービスの間の SIPトラ
ンクで DNS SRVを使用していて、IM
and Presenceのデフォルトドメイン以外
の SRVアドレスを使用している場合に
のみ実行してください。この場合は、

SRVクラスタ名サービスパラメータを
設定します。それ以外の場合は、この作

業をスキップできます。

IM and Presenceサービスで、Cisco
Unified Communications Managerをプレ

プレゼンスゲートウェイの設定（7
ページ）

ステップ 4

ゼンスゲートウェイとして割り当てま

す。これにより、システムはプレゼンス

情報を交換できます。
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目的コマンドまたはアクション

これはオプションです。IM and Presence
用に SIP PUBLISHトランクを設定する

SIPパブリッシュトランクの設定（7
ページ）

ステップ 5

には、この手順を使用します。この設定

をオンにすると、Cisco Unified
Communications Managerは、Cisco
Unified CommunicationsManagerで IM and
PresenceServiceのライセンスが供与され
たユーザに関連付けられたすべてのライ

ンアピアランスの電話の利用状況をパ

ブリッシュします。

必要なサービスが Cisco Unified
CommunicationsManagerで実行されてい
ることを確認します。

Cisco Unified Communications Managerで
サービスを確認する（8ページ）

ステップ 6

Cisco Unified Communications Managerを
IM and Presence Serviceの TLSピアサブ

クラスタ外の Cisco Unified
CommunicationsManagerの電話でのプレ
ゼンス表示の設定（8ページ）

ステップ 7

ジェクトとして設定します。IM and
Presence Serviceクラスタ外にある Cisco
Unified Communications Managerからの
電話利用状況を許可する場合、TLSが必
要です。

SIPトランクセキュリティプロファイルの設定
Cisco Unified Communications Managerで、IM and Presenceサービスとのトランク接続用に SIP
トランクセキュリティプロファイルを設定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administration >システム >セキュリティ > SIPトランクセキュリティプロ
ファイルで、検索をクリックします。

ステップ 2 [Non Secure SIP Trunk Profile]をクリックします。

ステップ 3 [コピー（Copy）]をクリックします。

ステップ 4 プロファイル名を入力します。例えば、IMP-SIP-Trunk-Profile。

ステップ 5 次の手順を完了します。

•デバイスセキュリティモードは非セキュアに設定されています。
• Incoming Transport Typeは TCP+UDPに設定されています。

• Outgoing Transport Typeは TCPに設定されています。

ステップ 6 次のチェックボックスをオンにします。
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• [プレゼンスのSUBSCRIBEの許可（Accept Presence Subscription）]
• [Out-of-Dialog REFERの許可（Accept Out-of-Dialog REFER）]
• [Unsolicited NOTIFYの許可（Accept unsolicited notification）]
• [Replacesヘッダーの許可（Accept replaces header）]

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

IM and Presenceサービスの SIPトランクの設定（5ページ）

IM and Presenceサービスの SIPトランクの設定
Cisco Unified Communications Managerと IM and Presenceサービスクラスタの間の SIPトランク
接続を設定します。

始める前に

SIPトランクセキュリティプロファイルの設定（4ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）から、[デバイス（Device）] >
[トランク（Trunk）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [トランクタイプ（Trunk Type）]ドロップダウンリストボックスから、[SIPトランク（SIP
Trunk）]を選択します。

ステップ 4 [Device Protocol]ドロップダウンリストから [SIP]を選択します。

ステップ 5 [トランクサービスタイプ(Trunk Service Type)]ドロップダウンリストボックスから、[なし
（None）]を選択します。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [デバイス名（Device Name）]フィールドに、トランクの名前を入力します。例えば、IMP-SIP

トランク。

ステップ 8 ドロップダウンリストボックスから[デバイスプール（Device Pool）]を選択します。

ステップ 9 の中に SIP情報セクションで、IM and Presenceクラスタのアドレス情報を入力して、IM and
Presenceサービスにトランクを割り当てます。

• IM and Presenceサービスに DNS SRVレコードを使用している場合は、宛先アドレスは
SRVですチェックボックスにチェックして、SRVを宛先アドレスフィールドに入力しま
す。
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•あるいは、宛先アドレスフィールドに、IMandPresenceノードの IPアドレスまたはFQDN
を入力します。(+)ボタンをクリックして追加ノードを追加します。16ノードまで入力で
きます。

ステップ 10 [宛先ポート（Destination Port）]に、[5060]を入力します。

ステップ 11 [SIPトランクセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）]ドロップダウンリス
トボックスから、前のタスクで作成した SIPトランクセキュリティプロファイルを選択しま
す。

ステップ 12 [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストから、たとえば[標準 SIPプロファイ
ル（Standard SIP Profile）]などのプロファイルを選択します。

ステップ 13 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

Cisco Unified Communications Managerと IM and Presenceサービスの間の SIPトランクで DNS
SRVを使用していて、IM and Presenceのデフォルトドメイン以外のアドレスを使用している場
合、SRVクラスタ名の設定（6ページ）。

それ以外の場合は、SIPパブリッシュトランクの設定（7ページ）に進みます。

SRVクラスタ名の設定
Cisco Unified Communications Managerと IM and Presenceサービスの間の SIPトランクで DNS
SRVを使用していて、IM and Presenceのデフォルトドメイン以外のアドレスを使用している場
合、SRVクラスタ名サービスパラメータを設定します。それ以外の場合は、この作業をスキッ
プできます。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCM IMand Presence Serviceabilityから、[システム（System）]> [サービスパラメー
タ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンメニューから、IM and Presenceパブリッシャーノードを選
択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンから、[Cisco SIPプロキシ（Cisco SIP Proxy）]サービス
を選択します。

ステップ 4 SRVクラスタ名フィールドに、SRVアドレスを入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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SIPパブリッシュトランクの設定
IM and Presence用に SIP PUBLISHトランクを設定するには、このオプションの手順を使用し
ます。この設定をオンにすると、Cisco Unified Communications Managerは、Cisco Unified
CommunicationsManagerで IM and Presence Serviceのライセンスが供与されたユーザに関連付け
られたすべてのラインアピアランスの電話の利用状況をパブリッシュします。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]で
[プレゼンス（Presence）] > [設定（Settings）] > [標準設定（Standard Configuration）]を選択
します。

ステップ 2 CUCM IMおよび Presence Publish Trunkドロップダウンから、その IM and Presenceサービス
用に Cisco Unified Communications Managerに設定した SIPトランクを選択します。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

この新しい設定を保存すると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerのIM and Presence
パブリッシュトランクサービスパラメータもこの新しい設定で更新されます。

（注）

次のタスク

Cisco Unified Communications Managerでサービスを確認する（8ページ）

プレゼンスゲートウェイの設定

この手順を IM and Presence Serviceで使用して Cisco Unified Communications Managerをプレゼ
ンスゲートウェイとして割り当てます。この設定は、Cisco Unified Communications Managerと
IM and Presenceサービスのプレゼンス情報交換を可能にします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM IM and Presence Administration > [プレゼンス（Presence）] > [ゲートウェイ
（Gateways）]から。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [（プレゼンスゲートウエイ）Presence Gateway]ドロップダウンリストボックスから、CUCM
を選択します。

ステップ 4 [説明（Description）]を入力します。

ステップ 5 [プレゼンスゲートウェイ（Presence Gateway）]フィールドから、次のオプションのいずれか
を選択します。

• Cisco Unified Communications Managerパブリッシャノードの IPアドレスまたは FQDN

IM and Presenceサービス用に Cisco Unified Communications Managerを設定します
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• Cisco Unified Communications Managerサブスクライバノードに解決される DNS SRV

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

SIPパブリッシュトランクの設定（7ページ）

Cisco Unified Communications Managerでサービスを確認する
この手順を使用して必要なサービスが Cisco Unified Communications Managerノードで実行され
ていることを確認します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター -機能サービス
（Control Center - Feature Services）]の順に選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]メニューから、[Cisco Unified Communications Manager]クラスタノードを
選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 3 次のサービスが実行されていることを確認します。実行されていない場合、開始します。

• Cisco CallManager
• Cisco TFTP
• Cisco CTIManager
• Cisco AXL Web Service（IM and Presenceと Cisco Unified Communications Manager間のデー
タ同期用）

ステップ 4 上記のサービスのいずれかが実行されていない場合は、サービスを選択して[開始（Start）]を
クリックします。

クラスタ外の Cisco Unified Communications Managerの電話でのプレゼ
ンス表示の設定

IM and Presence Serviceクラスタ外にある Cisco Unified Communications Managerから電話利用状
況を許可できます。しかし、IMandPresenceServiceがクラスタ外のCiscoUnifiedCommunications
Managerから SIP PUBLISHを受け入れるようにするには、CiscoUnifiedCommunicationsManager
が、IM and Presenceの TLS信頼ピアとしてリストされる必要があります

IM and Presenceサービス用に Cisco Unified Communications Managerを設定します
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手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Communications Managerを
IM and Presence Serviceの TLSピアとし
て追加します。

Cisco Unified Communications Managerを
TLSピアとして追加（9ページ）

ステップ 1

Cisco Unified Communications Manager
TLSピアの追加

Unified Communications Managerの TLS
Contextを設定します（9ページ）

ステップ 2

Cisco Unified Communications Managerを TLSピアとして追加

IM and Presence Serviceがクラスタ外の Cisco Unified CommunicationsManagerから SIP PUBLISH
を受け入れるようにするには、CiscoUnified CommunicationsManagerが、IM and Presence Service
の TLS信頼ピアとしてリストされる必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presence Administration] > [システム（System）] > [セキュリティ
（Security）] > [TLSピアサブジェクト（TLS Peer Subjects）]で、[Add New（新規追加）]を
選択します。

ステップ 2 [ピアサブジェクト名（Peer Subject Name）]フィールドに外部 Cisco Unified Communications
Managerの IPアドレスを入力します。

ステップ 3 [説明（Description）]フィールドにノードの名前を入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

TLSコンテキストの設定

Unified Communications Managerの TLS Contextを設定します

次の手順を使用して、前のタスクで設定したCisco Unified CommunicationsManagerのTLSピア
を、選択した TLSピアに追加します。

始める前に

Cisco Unified Communications Managerを TLSピアとして追加（9ページ）

IM and Presenceサービス用に Cisco Unified Communications Managerを設定します
9

IM and Presenceサービス用に Cisco Unified Communications Managerを設定します

Cisco Unified Communications Managerを TLSピアとして追加

cup0_b_config-and-admin-guide-1401_chapter12.pdf#nameddest=unique_123


手順

ステップ 1 Cisco Unified CM IM and Presence Administration > [システム（System）] > [セキュリティ
（Security）] > [TLSコンテキスト設定（TLS Context Configuration）]で、[検索（Find）]を
クリックします。

ステップ 2 [Default_Cisco_UP_SIP_Proxy_Peer_Auth_TLS_Context]をクリックします。

ステップ 3 使用可能なTLSピアサブジェクトのリストから、Cisco Unified CommunicationsManagerに設定
した TLSピアサブジェクトを選択します。

ステップ 4 このTLSピアサブジェクトを [選択されたTLSピアサブジェクト（SelectedTLSPeer Subjects）]
に移動します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 すべてのクラスタノードで Cisco OAMAgentを再起動します。

a) [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and Presence
Serviceability）]から、[ツール（Tools）] > [コントロールセンタ-ネットワークサービス
（Control Center - Network Services）]を選択します。

b) [サーバ（Server）]ドロップリストボックスから、IM and Presenceサーバを選択して、[移
動（Go）]をクリックします

c) [IM and Presenceサービス（IM and Presence Services）]の下で、[Cisco OAMAgent]を選
択し、[リスタート(Restart)]をクリックします

d) すべてのクラスタノードでサービスを再起動します。

ステップ 7 OAMエージェントが再起動したら、Cisco Presence Engineを再起動します。
a) [ツール（Tools）] > [コントロールセンター -機能サービス（Control Center - Feature

Services）]の順に選択します。

b) [サーバ（Server）]ドロップリストメニューから、IM and Presenceノードを選択して、[移
動（Go）]をクリックします。

c) [IM and Presenceサービス（IM and Presence Services）]で、[Cisco Presence Engine]を選択し
て、[再起動（Restart）]をクリックします。

d) すべてのクラスタノードでサービスを再起動します。

次のタスク

Cisco Unified Communications Managerでサービスを確認する（8ページ）
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